
番号 受付けた日 件名 本文 回答

1 令和2年9月17日 一般質問の市長答弁について

昨日（9月16日）の一般質問についてお尋ねします。昨日（9月16日）の各議員の一般質問に対する、市長の答弁が一部
会派を強く意識した、誰が見ても公平を欠いた答弁であった様に感じましたが、そう感じたのは私だけでしょうか。こ
の度の現況を議長として、どの様に受けとめ、感じ取られたか、ご感想をお聞かせ下さい。市長の答弁は、常に各議員
が何派に所属していようと、公平でなければならないと思います。この様な事態が続けば、今後の議会運営に支障が出
ると思われますので、議長の裁量で是非、是正され、通常の議会運営が出来る様、一層の努力をお願いします。

質問内容に応じて答弁がなされたものと感じて
おります。市長の政治姿勢についての質問は、
市長個人に対するものであり、答弁するしない
を含め内容は市長の裁量であると考えていま
す。

2 令和2年9月23日
一般質問の質問内容及びスケ
ジュールについて

一般質問は関心が高いと思いますので、一般質問要旨と議員の順番をホームページでわかりやすくしてもらいたいと思
います。
「本会議」定例会等の概要に掲載されていましたが必要なときに見つけられませんでした。
・「新着情報」に「一般質問の順番と要旨」というようなタイトルで紹介する
・「議会スケジュール」にもそれぞれの日にちに議員の名前をいれて要旨へのリンクを貼ってはいかがでしょうか？

（サポーターからの回答要求なし）

3 令和2年9月28日 一般質問の市質問事項について
以前にも意見交換会で指摘されていたと思いますが、相変わらず各議員の質問事項に重複が多く見受けられます。時間
の無駄であり次回例会からはそのような事のないよう早々に調整し実行してください。何故改善されないのかその理由
を教えてください。

会派内における調整はしておりますが、会派を
超えたところでは調整が難しい状況です。会派
を超えますと議員の考え方の違いも大きくなっ
てきますので、同じテーマであっても違う視点
で質問を行うことも考えられます。質問内容が
同じになると判断した場合は、省略するなど時
間を大切にしていくこととしています。

4 令和2年9月28日 本会議の傍聴で感じた事

去る９月25日本会議の請願討論において一部の議員が討論終了後、「おぼえておけ！」「無礼者！」と罵声の応酬が
あった。こうした言動は議員としての資質に欠けた行為であり傍聴していて恥ずかしい思いをした。本会議場は神聖な
場所であり、不穏当な言動は慎むべきである。議長から該当議員には厳重に注意をして頂き、他の議員にも同様の事案
が発生しない様要請して頂きたい。今回事案は懲罰問題にはならないのですか？

懲罰動議の提出には期限があり、実際になりま
せんでした。今回の件に限って言えば、休憩中
の出来事でもあり懲罰問題にはならなかったと
考えます。（休憩中であれば何をしてもよいと
は考えていません。）後日、当事者から、議員
全員で構成している協議会の場で謝罪がありま
した。これ以上議長から注意等は行いません
が、全議員がご意見を受け止め、取り組んでま
いります。

5 令和2年12月3日
仮称「思いやり条例」の制定に
ついて

最近、新型コロナウイルスの感染に伴いウイルスに感染した人や医療従事者を差別する誹謗中傷が問題視されていま
す。直近、国においてもコロナ感染やその恐れを理由に人権が損なわれるような差別発言や行為慎むよう法律制度の準
備に入ったと聞いていますが、市においても市の責務として情報収集や発信の際に市民の人権を尊重する規定とは別に
すべての市民に対しあらゆる差別発言、差別行為のないよう求める条令を新たに制定すべきと考え、ここに提言しま
す。この条例案、仮称「思いやり条例」はコロナ感染ウイルスに伴う限定的な条例案ではなく市民生活全般におけるす
べての誹謗中傷に加えてプライバシーの侵害禁止等を含め包括的な条例案であるべきと考えます。

各自治体でも「市思いやり条例」（福島県白河
市）や「大和市おもいやりマスク着用条例」
（神奈川県大和市）などが制定されていること
は承知しています。本市の状況をみながら、厚
生・文教常任委員会で協議ができればと考えて
います。

6 令和2年12月3日
「交通安全都市宣言」の文面改
定について

市からは現在５つの都市宣言が出されていますが、その中の一つ「交通安全都市宣言」は今から58年前の昭和３７年の
岩倉町時代に出されたもので、宣言の文面も当時まだ名鉄電車が一宮線や小牧線が運行していた時代の交通事情を配慮
して決められたもので現在の市内における新しい交通体系や交通事情を反映したものとはとても言えなくなっており、
ここで文面を現在の交通事情を反映したものに改定すべきと考えますが、議会としての見解をお聞かせ下さい。

機会を捉えて、総務・産業建設常任委員会で調
査を兼ね協議できればと考えています。


